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６月１４日

（日）

士師記

１６章

「彼（サムソン）の兄弟たち、家族の者たちが皆、下って来

て、彼を引き取り…父マノアの墓に運び、そこに葬った」（３１

節）。サムソンの数々の奇行に、先に亡くなった両親はどれほ

ど心痛めて神の前に祈ったことだろうかと想像する。最期にな

って自分に与えられた使命と真剣に向かい合ったサムソン。

死においてようやく彼は愛する父のもとに帰ったのだった。

１５日

（月）

士師記

１７章

「そのころイスラエルには王がなく、それぞれが自分の目に

正しいとすることを行っていた」（６節）。民が各々の定住地を

得ていく中で、自分たち家族のための礼拝所と祭司を求める

ようになる。礼拝の共同体性が失われて個人化していく時、

主の御旨に従う信仰が、自分の願いをかなえる信仰に変質し

ていってしまう。共同体の礼拝の大切さを覚えたい。

１６日

（火）

士師記

１８章

「そのころ、ダンの部族は住みつくための嗣業の地を捜し求

めていた」（１節）。ダン族は他部族に後れを取り、割り当て地

の確保に苦労したため、他部族の祭司や町を奪うことを正当

化していった。荒野の旅をしていた時には十二部族で協力し

合えていたのに、自分の土地を得るようになると互いにいが

み合い、奪い合うようになる人間の罪深さに、ため息が出る。

１７日

（水）

士師記

１９章

「このことを心に留め、よく考えて語れ」（３０節）。愚かで悲し

く辛い物語。なぜ神は「彼女」がこれほどの凌辱を受けること

をゆるされたのか。十字架と復活の救いなしに、この物語を読

むことはできない。主イエスの十字架の苦しみは、「彼女」の

死を死なれ、彼女に約束された復活の命をあらわすため。

「彼女」が十字架の主のもとで慰めを受けていることを信じて。
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１８日

（木）

士師記

２０章

「イスラエルの人々は主の御前に上って、夕方まで泣き続

け、主に問うて言った。『兄弟ベニヤミンと、再び戦いを交え

ねばなりませんか』」（２３節）。十二部族同士で戦う空しさと

哀しさ。戦争は動機をどれだけ「正当化」できたとしても、愚か

なものであることに変わりない。一人の女性の犠牲に始まり、

何万人もの命が失われていく。イスラエルよ、もう止めよう。

１９日

（金）

士師記

２１章

「民は…声を上げて泣き叫んだ。『イスラエルの神、主よ、な

ぜイスラエルにこのようなことが行われ、今日イスラエルから

一つの部族が欠けることになったのですか』」（２－３節）。旧

約には、何が人間の知恵で、何が神の知恵なのかがよく分か

らない物語があるが、これはその一つ。それに対し、武力決

着に明確にＮＯを示し、神の国を証しされた主イエスに感謝。

２０日

（土）

ルツ記

１章

「オルパはやがて、しゅうとめ（ナオミ）に別れの口づけをした

が、ルツはすがりついて離れなかった」（１４節）。オルパには

オルパの人生があり、ルツにはルツの人生がある。二人のこ

れからの人生を涙しながら祝福するナオミ。しかしこの時のナ

オミには思い及ばないところに主なる神の御計画があった。

悲しみの出来事を通して知らされる主の慈しみを覚えたい。

２１日

（日）

ルツ記

２章

「どうか、主があなたの行いに豊かに報いてくださるように。

イスラエルの神、主がその御翼のもとに逃れて来たあなたに

十分に報いてくださるように」（１２節）。この言葉は、ボアズの

ルツの行いに対する敬意と彼の寛容さと共に、主の恵みへの

信頼。主への信仰の深さをみることができる。主に信頼して委

ねる信仰を、常に携えて日々祈り合いたい。


